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Helminthosporium sativum P. K. et B.による

裾枯病の愛生に及ぼす火山択の影響に就いて
Influence of volcanic sn.ndy soil on七heoccurrence of the 

fooもroむdisen.seof cerenls en.used by 

Helminthosporium sn.ti vum P. K. et B. 

栃内吉彦・宇井格生

Yoshihiko Tochinn.i n.nd Tn.dao Ui 

北海道大型良皐1~i~植物皐敬室

．． 

筆者等は別報〈栃内，宇井（1949），宇井く1948））に於いて， Helminthosporiumsativum P. K. et 

n.に依る大委主小菱の裾桔腐の護生は寄主護育僚件の不良なる場合に護病が増加することを報告し， 叉その
北海道に於ける分布は大姿の網斑病と同じく火山友地帯に民く分布して号ること砂報告した。殊に最近火山衣

服宮の開墾地に於ける褒作を見ると稚菌期に於ける裾他病の蛍生は著しく，又之等t怖に於いて施把の不良の

場合殊に護病が顕著である。

Broadfoot及び Tyner( 1938）は砂餅培養にて栽培せる小褒を用ひ， JI. sativum に依る稚苗期の

裾枯病及び根腐痛の接種試験者ヲ行った。その結果 N, P, K及び Caが獄少するとその護蹴；増加し，又之

等養分の~剰は護病に影響はない事を認めた。又 DosdalIく1923）は肥料の種類友びその施興量はH sati-vum 

による斑黙病及び裾桔病護病に影響のないことを圃場試験の結果に基して報告してゐる。 McKinney ( 1923、，

Chri目tensen(1922, 26、， Do日dallく1923）等は土壌の種類が，叉特に土嬢保水力或は土壌潟度がE sativum 

jこ依る病害護生時密接な関係のあることを報告してゐる。筆者等も先に北大農場対の比較的痔薄と認められる

部分の土壌を使用して肥糾の影響を見る可く接種試強を行ったが肥料の種類及びその地輿掛の多寡が護病に及

？ます影響は顕著に認め得なかった。而るに先述せる如く火山友地帯に於ける護府及びその圃場の施肥量の朕態

を詳細に検討するとき，肥斜の影響を相嘗に考慮すべき事が認められた．之等を：検討するため火山友及び壌土，

或はこれ等雨者そ各種比率に混合せる土屡中に生育せる小委及び大要の裾枯時護生j伏態，其れ等土壌の寄生菌

に及ぼす彰響，並びに寄主の之等猿境による抵抗性の援化を機討した。之等監践の内接種試験の結果の大略を

此魔じ報告する。

使用せる委類は春播小~農林29撹，同35競，裸憂丸質 l 競の 3 品種で，種子殺菌，接種法等は筆者等の

先に報告せると同様である（栃内，宇井く1949)）。 火山反は月寒合唱；の底土を札l脇市外平岸より採取したも

ので，之は恵庭系の火山友と認、められる。此の火山友の内，粒子の直径 1.5mm～0.2mmの間のものを使用し

た。壌七は北大植助国より採取せるもので， 4m m自の簡を通して，zト用した。之.r(.f;の雨士壌を第 i表の如き割

合で充分に混合し，前報 （1949）と同慶tこ土壌殺菌を行った。之等［壌を充したポットにその表面漬ラClllヨ毎

にー粒の’到合で播撞した。之等ポツートの土壌潟度は土壌保水力の約5.'96に保った。播：選後2週間自に稚苗を抜

き取り，草丈，護育拡況を調査し，更に外観的商斑を肉眼及び顛蛍鏡により調査して之を綜合護寓朕態とし，更

に第I誕鞠，第E葉鞘，及び第E涜鞘についても間際な投病朕態の検討を行った。但し綜f奇襲病朕態と葉鞘の
鼓病＃犬態算定の基礎はや h異るため綜合議病率より葉鞘、のをE病翠が大となる場合もある。倫ほ之等の測定法及

び算定は栃内，梁・c1945＂＞の報告に基いて行った。その結果の内肉~良的援席欣態及び昆J属率のみを第1 表に綜

合した。

その結果より見ると火山友100%の直が何れの品種に於いても設もす芝病率高く 3激しい裂

病を示す個体教が他の置に比して最も多い。而して壌土の含量の増大する陀伴び此の雨者とも

に減少する。殊陀小委の中で、抵抗性の高い29~虎及び翠！寝姿丸費 1 披は火山友含震が75%及び50%

以下となると最大裂病を示す個体は認められすう 35放に於いても25%以下の火山茨含量の場合

にもl11J様であった。第］葉鞘及び第E葉鞘に於ける護病扶態はj二と同じ傾向を認めたが第目葉
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火山友及び壊土に於ける裾枯病菌接種試験
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鞘柁ついては之とや L呉る傾向を認めた。此の原因は土壌中に存在した肥料要素の影響陀あるもの

L如く，火山友lOO%匿ではや L肥切れの外視を示し，第目；葉展開が未だ充分に完了してゐないた

めかと考察される。 ,., 
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之等の結果より，土壌の物理的性質の稜病陀及ぼナ影響をー先づ除外して考へると，火

山友中の有効肥料成分は僅少であったので肥料の減少による護病の増大が考へられる。之等に

ついて火山爽を班ediumとせる砂耕培養を行び， H.sativumによる裾枯病の裂病に及ぼす肥

料の影響を検討した。使用せる培養液は蒸溜水lL中K Cn (N03)2の IM.水溶液5cc, KN03 

lM. 5cc, M苦SO"O.lM.-2cc, KH2 P04 O.lM. leeを含み，之に FeCh0.1%水溶液ice.を加

へたものを標準培養液として砂耕せるもの，標準培養液750cc.蒸溜水250cc.を加へたもの， 500

cc. l'r.7k500cc.を加へたもの及び250cc.に水 750cc.を／JPへたものと濃度を漸共低下せしめ，更に

蒸溜水のみで砂耕せるものの 5匿を設けた。火山友約2kgを径20cmの磁製ポットに充し，之に

保水力の70%の砂耕液を注力日し，之に種子接種せる t記 3品種の種子を大略30粒宛播種した。

蒸穫した水分は毎日j蒸溜水にて補った。結果の検討は第1表の賓験と同様に行ったーその結果

のうち小姿に於ける綜合査委病欣態に関する部分を摘出して第2表に示した。倫ほ使用せる壌土

中の有効窒素及び加里の含量は乾燥土壌IOOg中陀夫々2mg及びlmgであった。

第 2表 火山友による砂掛培養接種試験

小委農林 35競

培養液蒸溜水
ぜ、 綜 ，，／.ロ:... 護 病． 朕 態．

播種数 護芽数 健全 輩 、病 裂病欣態，

9話 % 個体数 偲体重史 士 ｜ ＋ ｜＋十｜十十十
護病率

。 100 J i接劉照種直匿 150 145 145 ラ 52 6ラ 23 49.4 
50 4ラ 2 2 。。。 一

25 7ラ （掛接照種直直
150 147 143 38' 48 ラ6 32.1 
50 49 。。 0 一

50 ラO ｛針接種照直直
145 14ラ 8 137 48 56 30 3 27.3 
ラO 48 48 。。。。。 一

見～

75 2ラ （針接照種直直
14ラ 14ラ ち 140 ヲ1 62 22 ラ 27.4 
50 49 49 。。。。。 一

100 。
｜（購

14ラ 145 144 30 53 ヲ2 9 37.2 
50 49 47 2 2 。。。 一

裸姿丸賓 1競

。 100 （望接号種照直直 121ち 19 116 43 23 18 13 26.7 
ラ0 48 46 2 2 。。。 一

25 Tち．｛接劃照種匿直
135 13ラ 23 112 ち9 34 10 9 22.3 
ラ0 49 48 。。。 一

． ラ0 ’50 （接劉種照直直
135 133 29 104 ラ7 30 9 8 20.5 
50 50 ラD 。。。。。 一

7ラ ペ 2ラ ｛接謝種照直匡
13ラ 134 3ラ 99 ラ9 26 ち 17.3 
ラO .48 47 。 。 一

100 目。｛接劉種照直匡 130 126 ラO 76 40 20 7 17.I 
50 47 4ラ 2 2 。 。 一

．． 

之等の結果は先に示した賞験と大略同一傾向を示し，殊に裸姿丸賓1披及び小委農林29

就に於てはその結果ほ宇lj然としていたが， 35披に於いては最大裂病を示す個体教が培養成分の

47 
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減少に伴ひ低下する傾向lてあったが，全体の後病率t亡。いて見るときは，他の品種の傾向と同

じである。又葉1簡に於ける護病のあt態は何れの品種にでも fnjーの傾向を示じた。向ほ蒸溜水の

みで埼養せるもの寄主は完全忙肥切れ欣態を現し，草丈は他に比して著しく低く，裸獲にあっ

ては友白色の斑貼が薬面に現はれた。

之等の結果を更に火山炭そのもの与影響を除外するため，石英砂による砂排を同様に行

って検討した結果を第 3表陀示した。第 2表の質験に於いて培養液濃度 100.%~は寄主が肥料
過剰の傾向を示し，蒸溜水のみのI@:は極端た肥料欠亡を示したので，此庭ではその雨量1,#を除き

中間め3直について試験を行った。その結果は培養液中の成分の減少に伴び裂病率の塙加と激

しい護掠きと示す伺体の増加が前の2つの貧験と比較して喜男、著に認められた。かくの如き全般的

傾向から見ると裾枯病の後病は肥料過多の場合は加として，その減少に伴ひ裂病が増加し，殊

にE跡守矢亡の場合？て著しい事が現ばれる。

第 3表 石英砂々耕培養接種試験

小委農林 35披

侮 培養液普溜水 綜合援病；i犬態
・ ..

一一
震芽室主 健全議病 裂病献態

護病率% 。／0ノ ， 健体数個体数 ±｜＋｜十＋｜＋＋十，， 
．， 

ー25 1ち ｛接劉種照医匪．
60 60 。 60 。16 12 32 71.3 
30 30 30 。。。。。 一.• 司陶

50 50 （掛接種照区直
60 60 。 60 0 19 32 9 ラ1.1
30 30 30 0 。。。。 一

’~ T 。！
Tち 2ラ { 艶接f種J、医匿

60 60 60 。39 21 。37 
目、

30 30 301 。。。。。
~ 一

司S ， 

小委農林 29競

2ラ 7ラ ｛接針種照E医~ 60 60 4 与う 12 44 。。24 
·~ ~ 30 30 30 。。。。。 一

50 50 （接劃照種匝直
60 60 5 55 17 38 。。21.8 
3Q 30 30 0 。。。。 一

.~ ’一・ 75 ~ .... 2ラ ｛接掛種照置直
60 60 、 5 5ラ 37 18 。。！ラ.2
30 30 30 。。。。。 一

• 0 司’・ l・ 

司ー

然し乍ら火山茨の物理的性質は裾枯病殻生に於いて，寄生菌或は寄主更に雨者の聞の寄 ー

生関係にも関係を及ぽす事は首然考へられ，る鹿であり，又ある黙ではとれらの事が肥料等より

も大なる裂病の要因忙なると考へられ，る。此の鮪陀ワいて次の如き賓験を試みた。即ち1方の

ポットに殺菌せる火山次を充し，その表面に H.sn.tivumを接種せる種子を播きその上を殺菌

せる壌土で覆土した。叉他は壌土を底土とし火山次で覆土した。との様た土壌構成を有するポ

ットに於ける護病の欣態は第4表に示す如くであった。との試験の結果ーから見ると所謂footの

部分に火山友が存在するとき，裾枯病の護生は，その部分が壌土である場合よりも著しい事が

認められる。換言すれば根の周園に肥料が例へ相営量存在しでも，病源、菌が護育し，寄主に侵

入する部分の土：嬢が火山友である場合には拘枯病の護病は偽進される。
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第 4表 覆土の種類を異にせる場合の接種試験 ，

小委農林 35鵠

August, 1950 
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以 kは草花接種試験陀於ける肉眼的観察のみの結果を抄報したのであり，火山茨或は壌

土．の寄主及び寄生菌への影響についての賓験は別に報告するが，その概略はさたの如くである。火

山次中に於ける H.sativumの護育は壌土中に比して遥かに速かであるが，壌土中に於いては

菌糸の護育量は多いことが認められた。壌土中lセ於ける有機物上での菌の護育は火山次中の有

機物ヒに於けるより綬漫であり，殊 ~t:寄主体上陀於いてその差が著しい。更に之等の土壌中に於

ける護育速度の差は土壌中の柴養分の差のみに関係があるのではなく，各土壌浸出液を用ひた

培養では菌系の護育に多大の差は認め難く炭素源を輿へたとき始めて護育の速度に差を生宇る

に到る。雨土壌に生育せる寄主の抵抗性については未だ検討を要する賠があるが，火山夜中に

生育する本菌，或は火山友に生育してゐる寄主体tに附着する本菌の病源性は壌土中に於ける

ものより強い傾向を有する如え認められる。

摘要

1. 火山友及び壌土或出比の雨者を各種比率にて混合せる土壌が， Helminthospor山田 sativumP 

K. et B. による大婆及び小委稚苗英語の裾枯病室生病に及lます妄因について，火山友を用ひた砂耕培養及び石英

砂による砂耕培養によっで検討した。

2. 火山友及び火山友含量の多い土壌程 fl.satirnmに依る裾桔病の護生は多い。

3. 火山友を用ひて砂掛培養せる小委〈農林29競， 35競〉及び裸星野（丸質 1競〉に於いて，その砂耕液

の養分が完杢な濃度を有するものから 2/3,1/2, 1/3と低下し無養分の蒸溜水に到る迄，養分の蹴少に反比例

して裾桔病の護生は増加する。

4. 石英I少の砂餅培養に於いても同様の結果が認められ養分の誠少に件ひ激しい護病を示す個体の殊に

著しく増加する傾向がある。

ラ． 以上の賓験より土壌中の肥料の欠亡は E・sativuinに依る裾枯病の護主を促進するが，之のみが

火山友或は火山友含有量の大なる土壌に於ける本病褒生の要因でなく，火山灰そのもの L物理的性質もその重

要な一因であると考へられる。
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Resume 

1950年8Jj

The volcanic ash soil regions are distributed mainly in the south-eastern part of 

H;~kka~do along the Pacific coast. In these regions the foot rot dis・ease of' cereal seedling面 画

caused by Relmintbosporium sativum is prevalent. The writers intended to 'clear up the factors 

influencing the occurence of the fooもrotin those regions and have carried out a series of 

...._ 'inveatigati.one on the disease. The present report is concerned in the results of' the setd-

inoculation-experiment in the series of investigations being carried out. 

The inocufatcd seeds of wheat and, naked barley were sown in pots filled with the volcanic 

sandy soil,. loamy soil or mi.x:ture of them. The occurrence of foot rot was the most prevalent 

in pure volcanic sandy soil and decreased due to diminishing ratio of volcinic sandy日oilto loamy 

soil. An equal tendency was observed on the occurre,nce of severely affelted seedlings regsrdiog 

・the soil characters. In the Reed-inoculation experiments carried out in the sanq-cultures using 

volcanic sand and silica sand with synthetic nutrient solution, tl¥,e occurrence of the disease was 

diminished by increasing concentration of the nutrient solution being added. ~官会

When the inoculat£d seeds were sown on the surface of loamy soil in pots and covered with 

volcanic sandy 日oil,the fungus attacked the seedlings far. more violently than when they were 

covered with loamy soil. 

‘The results obtained in these investigations suggested that the poor fertilizing capacity of 

volcanic sandy soil causes severe attacks of H! sativum, and besides this the physical character ot 
volcanic sandy soil concerens fundamentally in the outbreak of the foot rot disease. 

ラO

~ ・，


